
[勝呂神社古墳]探訪レポート

勝呂神社の鳥居



坂戸市史通史編Ⅰでは「すぐろという地名は、古代朝鮮語の村主をいうスグリから起ったといわれ、それが転訛してスグル（須久留）そして
スグロ（須黒・勝呂）になったと考えられている。『吾妻鏡』や『武蔵七党系図』には須黒あるいは須久留と書かれているが、それ以外の中世
史料では勝の一字で　記されており、江戸時代に入ってからそれに呂が加えられて、現在の勝呂と書くのが一般的　になった」とのこと



　勝呂神社の上の村社という文字がなぜか塗りつぶされている





　　　　　　正面が古墳でその墳頂に勝呂神社がある



　　勝呂神社古墳または白山神社古墳といわれる勝呂１号墳



　　　各社寺に見られる廃材（再利用する）置き場があった







　　　　　右手にも鳥居があった



　　　さらに左手にも鳥居があった





　　　拝殿







　　墳丘上に建つ









　　後方は本殿







屋根取り合い部





　　　本殿





















　昭和50年の神社改築以前には本殿東側の杉の巨木の根部に凝灰岩の石室の切石が一部分みられたという



　　墳丘を見る











裏手の遠景から



　　　舞殿





　　　手水舎



　　向こうに見える大きな石に注目





　この大きな石は近くの胴山古墳の石室の天井石であったと伝えられているとのこと











　　　　遠景から古墳全体を見る



インターネットより


